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1位大阪大学
2位岡山大学
3位愛媛大学
4位琉球大学
5位東京大学
6位九州大学
7位富山大学
8位信州大学
9位広島大学
10位名桜大学
11位徳島大学
12位北海道大学
13位島根大学
14位神戸大学
15位兵庫教育大学
16位高知大学

全国国公立大学
ソフトボールオープン大会

1戦目

vs大阪大学 2-3 サヨナラ負け

2戦目

vs北海道大学 17-3 コールド勝ち

3戦目

vs高知大学 15-0 コールド勝ち

4位
出場大学とその順位

優勝校 大阪大学

2日間で3試合の日程の中、
選手10人の少数で大会に挑んだ。
（遠征費等の都合により参加で
きない部員もあった）

少数参加ながらも、
全国国公立大学で4位まで
結果を残せたのは

大変大きな成果であった。

来年度は優勝狙います。
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2. 創部に至る経緯
■読谷中学校、読谷高校でソフトボールを始める。
高校の時はキャプテンをしていた。
■高校2年生の時、コロナ禍になり、インターハ
イなどすべての大会がなくなり、そのまま引退。
■琉球大学合格後、不完全燃焼で終わってしまっ
たソフトボールを続けたいという想いから、潰れ
ていた琉球大学ソフトボール部を再結成（令和３
年4月）。
■今現在、部員は31名となり九州地区で最多部
員数をほこる。(ソフトボール経験者は最少人数）
■創部2年目にして、全国国公立大学で4位まで
上り詰めた。

3. 今後のビジョン
■琉球大学を中心として再度、ソフトボール王国を
復活させ、全国屈指の強豪チームとしてアピールし
たい。

■昨年度、沖縄県協会に要請し、県内の硬式ソフト
ボールリーグ戦を復活させた。今現在、沖縄県内に
は社会人リーグがない。来年度は沖縄代表として、
全日本クラブ選手権に参加したい。

■現在、地域との連携により、グランド使用やスポ
ンサーを募る計画をしている。また、ソフトボール
の普及活動のために小中学生へのソフトボール教室
も共催で行う計画を調整している。

■これを機に、僕らが中心となって沖縄県にクラブ
チームの設立を目指したい。
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